
児童虐待に関する通告・相談を、
大田区と東京都が合同で受け付け、迅速に対応する仕組みの構築を検討しています！

こどもと家庭をサポートする新たな拠点

「（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター」
令和８年度中
開設予定

令和７年３月 大田区 こども家庭部
子ども家庭総合支援センター開設準備室

虐待の未然防止から
専門的支援までを、

切れ目なく一体的に実施！
こども家庭支援機能

大田区

虐待予防等、未然防止の取組を強化！ 地域支援の充実に向けた取組を強化！

↑※詳細はp3をご確認ください

※現在「子ども家庭支援センター大森」が行っている、
こどもと家庭への相談支援機能を移転します！

「（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター」とは１

児童相談所機能

東京都

「（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター」では、都区連携の強化による、新たな取組を考えています！

ポイント

２３区“初”
の試み

東京都児童相談所が、「地域支援の充実」に向けて、
地域とのかかわり・連携の強化策を検討しています！
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大田区の職員と東京都の職員が同じ建物で職務を行うことで、より一層緊密に連携を図り、おおたのこどもと家庭を支えます！

この他にも、都区連携強化による支援の充実に向けた仕組みについて、東京都と検討・協議を推進しています！

区は、こどもたちの生きる権利、育つ権利等を守り、地域での健やかな育ちを支えるため、
東京都の児童相談所機能と、大田区のこども家庭支援機能、それぞれの強みを融合し、一緒になってこどもと家庭を支える拠点、

「（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター」の開設に向け、準備を進めています！



調布地域
大森地域

糀谷・羽田地域

蒲田地域

（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター
（５つめのこども家庭センター）

“New”

糀谷・羽田こども家庭センター
（糀谷・羽田地域庁舎内）

蒲田こども家庭センター
（蒲田地域庁舎内）

大森こども家庭センター
（大森地域庁舎内）調布こども家庭センター

（調布地域庁舎内）

区は、こどもと家庭に関する支援において、3つの予防（発生予防・重篤化予防・再発予防）強化を軸に、相談支援体制を強化します！
「（仮称）子ども家庭総合支援センター」に設置する区のこども家庭支援機能を「こども家庭センター」として整備し、区内５つのこども家庭センター化を図ります。

場所：大森西二丁目３番
（大森西特別出張所跡地）

最寄り駅：「京急平和島駅」

こんなご相談は

（仮称）大田区子ども家庭
総合支援センターへ

こんなご相談は

お近くのこども家庭センターへ

重篤化予防発生予防

健康群 育児不安群 要支援群 要保護群 要支援群

区による支援 都による支援都区連携支援 都区連携支援 区による支援

危機介入

５つのこども家庭センター機能等による切れ目ない包括的支援

５つめの
こども家庭センター

（現 子ども家庭支援センター大森）

東京都
児童相談所

５つめの
こども家庭センター

（現 子ども家庭支援センター大森）

（仮称）大田区子ども家庭総合支援センターこども家庭センター
【各地域庁舎】

再発予防

児童相談所

○親の病気などこどもが家庭で生活
できない
〇こどもの安全確保が必要
〇心理職、医師の判定
〇里親としてこどもを育てたい など

都区連携

○児童虐待やその疑いに関する
通告・相談の受け付け、対応

５つめのこども家庭センター

○親の悩み、不安（こどもが言うこと
をきかない、育児の手助けがほしい
など）
○こどもの悩み（友達とうまくいか
ない、親との関係がぎくしゃくしてい
る等）

○こどもの遊ばせ方やしつけが心配

○こどもの成長や発達で悩んでいる

○子育ての情報や保育の情報が知り
たい など

○妊娠中の体調や、出産後の準備が
心配

○出産・育児などについて、家族に
どのように協力してもらえばいい
か悩んでいる

令和６年10月から
各地域庁舎で、保健・福祉など
の専門知識を持つ職員が、
妊娠・出産から子育てに関する
相談に応じています

「（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター」開設後のこどもと家庭の相談窓口
２

こどもと家庭に関する相談支援の流れ（イメージ）
３
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←至 品川 至 川崎→

大森西特別出張所バス停
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合同インテークチーム

児童虐待に関する通告・相談の連絡先を、わかりやすく整理します

わかりやすい窓口の整備

各々で行っていた虐待通告の受付、事前調査を、都区職員で構成
するチームが対応する体制を整え、迅速な対応につなげます

都区合同インテークチーム

わかりやすい窓口の整備

区民・関係機関等

大田区

（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター

東京都

初動対応 初動対応 初動対応
都 区共同

通告の受付・事前調査
※合同インテークチーム
職員、区職員、都職員が
参加し、調査・対応方針、
初動対応機関を協議

受け付けた虐待通告・相談への対応方針を決める「緊急受理会議」
を都区合同で実施することで、初期段階から情報共有・協議が可能
になり、適切な初動対応機関を迅速に決定し、より的確な支援を可
能にします

都区合同振分・緊急受理会議

区民・関係機関等

東京都

緊急受理会議 緊急受理会議

都区いずれかに通告・相談

大田区

初動対応 初動対応

事前調査 事前調査

※通告から48時間
以内の安全確認、
保護者との面接など

※調査・対応方針を決定する会議

※初期の対応方針決定のための
こども・家庭の基礎情報収集

対応の移管/協力要請

（仮称）大田区子ども家庭総合支援センターでは、「わかりやすい児童虐待の通告・相談窓口」をめざします

通告・相談に、迅速かつ適切に対応・支援するため、大田区と東京都で連携強化策の協議を進めています

令和８年度以降 都区連携強化による児童虐待通告・相談の「新たな取組」 検討のポイント

現在 開設以降（イメージ）

都区合同振分・緊急受理会議

おおたのこどもたちの安全・安心を、的確に守る体制づくりに向け、
引き続き協議を進めます！
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「もしかしたら虐待かも…」

発見

タイムロス

どちらに相談
したらいいか、
わからない…
迷う…

こどもたちのために、
もっとタイムリーに
動けないか…
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